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PCB設計は、ENGINEERING ARTの仕事です
電子機器を設計するとき最も考慮すべき点は、生産性と性能です。市場投入の期日は動かせないので、最適な性能を得るために、高精度なレ
イアウトと正確な結合を作り上げるのに多くの作業を行うときも、効率性は必要不可欠です。品質と効率の両方を達成するには、完全なPCB設
計プラットフォームへの投資は不可欠です。Altium Designer®は網羅的な科学知識と自然な設計の直感を組み合わせることで、統一され一
貫した設計環境を作り上げます。与えられた時間枠で必要な機能を実現することに実績を持ち、設計のすべての課題に対処できます。

次の製品の開発における課題は何でしょうか?

PCB設計の遅延を引き起こすような問題は数多く考えられます。現在の設計環境では、設計仕様の最小要件を満たすにも不十分かもしれませ
ん。あるいは、リリース期日に間に合わない、または製品のコスト目標を超過してしまうことも考えられます。完璧な基板を設計する技術がありなが
ら、何らかの理由で機能の洗練性の目標を達成できないこともあります。このような問題を抱えている設計者は珍しくありません。設計チーム全体
が、何年にもわたって同様な問題を抱え続けているのはよくあることです。今こそ、その状況に変化をもたらすべきです。

電子機器製品はますます急速に複雑化しており、より大規模な回路が小さな基板に詰め込まれるようになってきています。このような設計の動向
を考えれば、目標を満たせないことを業務の日常として受け入れることは、もはや許容されません。新しいソリューションが必要です。しかも、それは
完全なソリューションである必要があります。豊富な機能を持つ製品で、差別化され、御社のサプライチェーンとリアルタイムで接続され、設計データ
を効果的に管理し、再利用や変更指示を管理し、ECADおよびMCAD設計プロセス全体にわたって効率的な共同作業を可能とするソリューショ
ンが必要です。これらすべてを、どのように達成すればいいでしょうか?Altium Designerの提供するソリューションについて詳しくご紹介しましょう。

Altium Designer - 最高に統合された、使いやすく、現代的で、強力なPCB設計ソリューション

http://www.altium.com


www.altium.com/jp

ORCAD®ユーザー向けのALTIUM DESIGNER®評価ガイド

Native 3D™による統一設計環境

ORCAD® PCB製品

現在使用しているCadance®製品が、OrCAD® PCB Designer Standard、Professional、またはアップスケールされたAllegro® PCB 
Designerのどれであっても、Altium Designerは全ての設計課題を確実に満たすことができます。弊社は世界最先端の研究開発チームを保
有しており、あらゆるPCB設計者向けにクラス最高のソフトウェアを製作することを常に目標としてきました。

ALTIUM DESIGNERの概要

設計、解析、リリース プロセス用の統一された環境

Altium Designerは現代的で、習得しやすく使いやすい、最も統合されたPCB ECAD設計環境です。設計プロセスの早期段階において、主
要な決定を簡単な操作で行うために必要な機能が搭載されています。作業をより効率的に実行し、プロセス全体をチェックしたり、バランスをとるこ
とで、すべての要素を常時チェックできます。また、Altium Designerはサードパーティーの解析、合成、3Dメカニカルソフトウェアとスムーズに連携
できます。

Altium Designerの高度なサプライチェーン管理システムにより、社内と社外の両方のサプライチェーンデータをリアルタイムで確認でき、さらに調
達するコンポーネントについては利用できる情報にアクセスできます。これによって、設計に含めた部品が後になって利用できない、またはコストが高
価すぎることが判明するような事態を回避し、設計プロセスのどの段階でもインテリジェントな部品の選択が行えるようになり、設計サイクルの後期
段階でコストと時間を浪費する再作業が必要となる可能性を減らすことができます。

統合されたリアルタイムのサプライチェーン
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コンポーネント、設計仕様、ドキュメント作成、リビジョンはすべて集中化リポジトリに保存されます。システム内で内蔵または外部のバージョンコン
トロール機能を適用し、自分とチームが行った作業に関するすべての情報を追跡し、グラフィカル、論理的に作業内容を検証できます。その後でデ
ータを同期し、内蔵のECO機能を使用して、チーム全体に変更内容が自動的に通知され、全員が利用可能な最新のファイルと情報を使用して
作業を行っていることを保証できます。

配布出力を集中化して構成および保存するには、Altium Designerの出力ジョブエディターを使用します。選択した出力をリンクされたPDFや
3DPDFに出力、印刷、またはファイルを生成して、プロジェクトに追加できます。同じ出力ジョブについて、いくつでも印刷物を構成でき、プロジェク
トを更新するとき、いつでも再利用できます。

ドキュメント出力を複数のフォーマットで簡単に生成

Altium Designerには合理化されたプロジェクトリリーサーも含まれており、PCBデザインの全体についてデザインルールのチェックと検証を行
うため、正確な出力データをリリースでき、ソースが最新のものであることを保証できます。さらに、プロジェクトの履歴を視覚的に表現できるため、設
計のどの時点にでも迅速に戻り、取得、変更、再リリースを簡単に実行できます。これによって設計プロセスが迅速化され、データやドキュメントの
再作成の必要はなくなります。包括的なデザインの再利用機能により、以前に検証済みで実績のある設計を使用できるため、エラーや再設計が
減少します。

一体型の最新ユーザーインターフェイス

現代のほとんど（または全て）のEDAツールは、過去10年間にユーザーインターフェースが大きく変化していないため、あまり現代的な外観ではあ
りません。これらのツールは依然として、単純性と生産性に主眼を置いて設計されておらず、表示は無秩序で、情報があちこちに散らばっていて、グ
ラフィックも古いものです。Altium Designerは、より論理的で合理化された、新鮮で現代的なユーザーインターフェース（UI）を採用していま
す。多くの機能が大幅に改良され、整理されているため、設計者は無数のメニュー、ツールバー、ダイアログを操作する必要がなく、迅速かつ効率
的に最高の生産性を実現できます。

Altium Designerの全ての機能は、同じ現代的なユーザーインターフェースに表示されます。設計プロセスのどの部分が担当であっても、一貫し
た選択および編集方式により、設計タスク間で迅速に移動できます。コンテキスト依存UIにより、プロセスやドキュメントをある部分から別の部分
へ切り替えると、UIも変化するため、最も関連性が高く直感的な選択が行えます。設計プロセスの1つの側面のみに集中する場合、好みに応じて
UIを構成することもできます。この一貫した外観と操作性により、行う設計業務が増えてもすぐに習熟できます。
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現代的で統合されたインターフェースにより、さらに生産的なワークフローを実現できます

ライブラリおよびコンポーネントの管理

標準のOrcad®ライブラリ、CIP、CIS、またはPartLinkのどれを使用していても、Altium Designerは使い慣れた感覚で、ライブラリコンポーネン
トとサプライヤーデータ間を橋渡しできます。

ALTIUM DESIGNERによるサプライチェーン管理への統合リンク

PCBの設計、開発、製造プロセス用の完全なソリューションを提供することにおいて、Altium Designerは最先端のPCB設計プラットフォームであ
ることが証明されています。プロセスの基本的な側面の1つとして、サプライチェーンとの密接な接続や、リアルタイムのコンポーネント管理が含ま
れています。

統合コンポーネントモデルの管理

単一の統合された、適合型のプロパティパネルが用意されているため、PCB、回路図、ライブラリを問わず、ドキュメントのオプションやオブジェクト
にすばやくアクセスできます。プロジェクトパネルでは、全ての設計ファイルとナビゲーションデータが1か所にまとめられるようになったため、設計構造
に関する適切な情報を必要なときにいつでも、簡単に見つけてアクセスできます。さらに、強力なグラフィックエンジンにより、Layers and Colors
パネルでは、基板、レイヤー、3Dコンポーネントの表示およびマスク方法や、システムレベルの色を、従来よりも詳細に設定できるようになりまし
た。コンポーネントの場所を覚えられなくても、グローバル検索を実行するだけで、あらゆるオブジェクトやコマンドを見つけることができます。Altium 
Designerの新しいインターフェースでは、より明確で無駄がない、見た目にも魅力的な設計環境が提供され、これまで利用してきたすべての強力
な機能がさらに使用しやすくなっています。
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Altium Designerにはライブのサプライヤー検索エンジンがあり、複数の販売代理店にわたって検索を実行し、回路図のコンポーネントに直接リ
ンクを追加できます。プロセスを最適化するため、部品表（BOM）に含まれているすべてのコンポーネントの部品番号を自動的に検証し、高度な
BOMツールによって価格および入手可能性の情報をリアルタイムで受信できます。

また、Altium Content Vaultから直接コンポーネントを設計に配置することもできます。Altium Content Vaultはクラウドベースの設計コンテ
ンツのソースで、テンプレート設計や数千もの統一コンポーネントにアクセスして、設計プロセスを合理化できます。統一コンポーネントにはサプライチ
ェーンの情報が組み込まれており、サプライヤー、数量、価格付けへのリンクが用意されています。このリンクは、リアルタイムでBOMに追加できます。

さらに、Altium Designerには強力なパラメーターによるコンポーネント検索エンジン（Ciiva SmartParts™およびOctopart™を使用）が内
蔵されており、数千万ものコンポーネントについて、価格および入手可能性、セカンドソース、ライフサイクルの状態などの情報にリアルタイムで即座
にアクセスできます。データシートやアプリケーションノートなどのドキュメントにもクリック1つでアクセスでき、サプライヤーのWebサイトへの直接リンクも
付属しています。

Altium DesignerでのリアルタイムBOM管理 - ActiveBOM

ActiveBOM®により、最初からデザインのライブの情報を表示し、重要なサプライチェーン情報である入手可能性や価格などを早期から継続的
に反映できます。ActiveBOMにより、設計で使用される部品のコストや入手可能性を効果的かつ効率的に管理するため役立つシステムを使用
できるため、基板設計のリアルタイムでのコスト推定および追跡が促進されます。これにより、個別の部品レベルで目標価格を定義できます。その
後で、推定額と比較して実際のコストがどのように変動するかを追跡し、近い将来にコストやリードタイムの変動が予測される場合は適時通知でき
ます。さらに、部品の入手可能性も迅速に評価でき、選択した部品の供給にリスクがある（部品の生産中止が迫っている）場合は通知が行わ
れます。また、ActiveBOMではBOMにピン互換のバックアップ部品を直接指定でき、これらの部品は代替選択部品と呼ばれます。ピン互換のバ
ックアップ部品を選択しておくと、製造におけるサプライチェーンの問題のリスクはほぼ皆無になります。これによって、製造の問題が発生する可能性
まで考慮して設計を行えるようになり、市場へリリースするまでの時間短縮と、予期しないコストおよび設計変更の最小化を実現できます。

ActiveBOM - リアルタイムのコスト見積もりと部品の入手可能性チェック
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ALTIUM DESIGNERでの回路設計: 差別化したテクノロジー

Altium Designerの回路設計テクノロジーは、差別化したテクノロジーとして長年にわたり認知されてきました。技術者や設計者は、Altium 
Designerの回路図機能が習得しやすく、比較的単純なシート1枚の回路図から、何枚ものシートにわたる複雑な階層的プロジェクトまで、あら
ゆる設計において大幅な生産性向上を実現できることを認めています。直感的なダイアログにより、回路図の初期作業、たとえばワークスペースの
編集や、シートの設計パラメーター、ユーザー設定、関連ドキュメントの確立などを迅速かつ簡単に行えます。これによって、バージョンも即座に管
理できます。統合ライブラリから認定済みのコンポーネントをすばやく選択して配置でき、コンポーネントのサプライヤーへのリアルタイムのリンクが付加
されます。配線、バスの作成、ネットのラベル付けなども全て、非常に短時間で行えます。

最新で強力な統合回路設計エディターを活用できます。

Altium Designerの主な特長は、コンポーネントクラス、ネットクラス、ルームを直感的な方法で設定できることです。その後でデザインがPCBに転
送されるとき、この情報を自動的に生成でき、適切な構造を持つ階層的な設計を事前に作成できるという大きな利点があります。この機能を使用
して、プロジェクトを効率的にコンパイルし、回路が正しく作図および配線されていることを確認できます。また、Altium Designerには強力なECO
機能も用意されており、回路図の情報を新しいPCBに転送し、回路図とPCBのどちらでも既存のデザインに変更を加えることができ、回路図と基
板とを同期させ、相違点を比較して解決できます。

ALTIUM DESIGNERにより、最高に整理された効率的な基板を作成

PCBの設計において、効率的に整理された配置は極めて重要です。コンポーネントは基板レイアウト上に動的に配置でき、ドラッグすると他のコ
ンポーネントを押し、重なりを避け、決められた配置にスナップする動作が行われます。複数のコンポーネントを簡単に配置揃えするための機能も
用意されています。競合製品と比較して優れた機能の1つは、PCBエディターでワークスペースのオブジェクトをマスクやフィルタリングできることです。
これによって、目的のオブジェクト以外のすべてを、パネルの表示から消すことができます。パネルでネット名を選択すると、ワークスペースの表示が変
化し、ネット内のノードが拡大表示され、ネット内のパッドやコネクションライン以外のすべてが消去されます。マスクの代わりに、1つ、複数、または全
てのコネクションラインを隠すこともできます。インタラクティブ配線には、マルチ配線、任意角度、push-and-shove、follow-me、高速差動
ペア、および自動完了機能が含まれ、設計を短時間に完成できます。Altium Designerの他の重要な機能として、レイヤー構成マネージャー
があり、配線レイヤー（信号レイヤーとも呼ばれます）をセットアップできます。全てのレイヤーの表示、およびメカニカルレイヤーの追加は、[View 
Configurations] ダイアログでコントロールされます。
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ALTIUM DESIGNERでのPCBのルールと制約

Altium Designerは根本から統合されており、合理化されたPCBルールおよび制約エディターが搭載されています。1つのエディターで、ルール
の参照、作成、優先度付け、スコープの定義、編集、複製、削除を実行でき、全ての操作はただちに視覚的に反映されます。ルールテンプレート
をエクスポートして再利用することもできます。ルールはいくつかのカテゴリーに分割され、簡単に管理できます。エディター内でルールのタイプが定義
され、属性が割り当てられます。ルールは階層的に編成され、ツリーとして表示されます。レポート機能により表形式の要約が出力され、明快にレ
ビューを行えます。

制約駆動のPCB設計とデザインルール チェック

評価を行うとき、ルールスコープは構築するクエリーであり、そのルールによって管理されるすべてのメンバーオブジェクトを定義することに注意してくだ
さい。スコープの指定により、そのルールの優先順位がどのようなもので、クエリーによって対象オブジェクトへどのように適用されるかを、正確に決定で
きます。同じタイプのルールを複数、それぞれ別のオブジェクトまたはクラスを対象として定義することもできます。クエリーはどのルールにも簡単にアクセ
スできます。直感的なクエリービルダーを使用して、またはルールの範囲に直接入力して、高度なクエリーを作成することもできます。

スコープの指定に加えて、ユーザー定義の優先度設定もあります。ルールスコープの指定と優先度との組み合わせは非常に強力で、これまでは得ら
れなかったようなレベルのコントロールが可能になります。これによって、デザインルールを基板へ正確に適用できます。最後に、新規ルールウィザード
を使用して新しいルールも作成できます。このウィザードは、ルール、スコープ、優先度の作成手順を、順番に指導してくれます。

ALTIUM DESIGNERによる迅速で高品質の配線 - ACTIVEROUTE®

Altium Designerに組み込まれているActiveRouteでは、インタラクティブ配線の新しい手法を使用できます。接続を選択する
と、ActiveRouteにより高品質な配線が生成され、手作業での配線よりもはるかに短い時間で作業が完了します。基板設計が高度にインタラク
ティブなプロセスであり、技能のある設計者が強力なツールをコントロールした場合に最良の結果が得られるという現実を踏まえて、ActiveRoute
ではオートルーターに基板全体の配線を任せることはしません。Altium Designerでは、目的の接続や配線の選択を簡単かつ直感的にコントロ
ールできるようにして、この目標を達成しています。
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ActiveRouteの配線長チューニングの適用前と適用後（わずか25秒で完了します）

他のインタラクティブな配線テクノロジーとは異なり、ActiveRouteは複数のレイヤーに対して同時に動作し、設計の制約を順守するため、ルール
違反を気にする必要はありません。差動ペアや、ルームベースの幅の要件など、現代的な設計技法も含まれています。ActiveRouteでは、大き
く、ピッチの小さいBGAでも、配線する場所を指示する（レイヤーを選択し、ガイド経路を描画する）と、配線の面倒な作業が自動的に行われま
す。

ActiveRouteの補完として、Glossingエンジンが選択された配線を注意深く解析、整理、短縮します。またGlossingエンジンには [Retrace 
Selected] コマンドもあり、選択された配線を現在の配線ルール設定に従って更新するために使用できます。これによって既存の電力線を太くす
る、または差動ペアを新しい幅およびギャップ設定に更新するなどの操作を行えます。複数のレイヤーを同時に配線することで、より高速に配線で
き、トレースが均等に分散されて、配線を完成させる能力が大幅に向上します。その結果、美しく、熟練者が手掛けた、手作業のような、見栄え
の良い配線が、何時間もの手作業を行わずに完成します。
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ORCAD®ユーザー向けのALTIUM DESIGNER®評価ガイド

ALTIUM DESIGNERの配置および配線機能の他の優位点

Altium Designerの強力な配線テクノロジーには、差動ペア配線、可能な配線領域の視覚化、配線長チューニング、ルール領域の定義による
動的な配線調整、ティアドロップの追加/削除、DDR3/4およびUSB-3 xSingalウィザード、ビアスティッチングおよびシールドの追加/削除、
配線および配置のコピーによる繰り返し回路の作成、対応する製造データによるパネル化された基板の作成などがあります。さらに、管理された回
路図シートやスニペットによる設計の再利用により、最も信頼できる設計資産を簡単に保存、共有、再利用できます。テストポイント、スルーホー
ルパッド、およびテストポイント間隔の間についての、拡張されたテストポイントクリアランスチェックにより、クリアランスチェックをさらに細かくコントロール
できます。また、ソルダーマスク展開により、穴のエッジやパッドのエッジからの展開オプションをユーザーが定義でき、より高精度な設計が可能になり
ます。

xSignals - 高速トポロジー用の自動化された高速信号

Altium Desingerは、2014年に市場で初めて3Dリジッドフレキシブル設計を対応したPCBツールです。この強力なテクノロジーにより、材料の
選択を簡単に定義し、リジッドフレキシブル基板のレイアウトをインテリジェントに配線してから、設計結果をNative 3Dで動的に視覚化し、折りた
たまれる/たたまれた状態の基板にコンポーネントクリアランスの違反が発生しないことをリアルタイムで確認できます。その後で、アセンブリの折りたた
んだメカニカルモデルをMCADにエクスポートし、筺体に正しく収納できることを確認できます。

http://www.altium.com
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作業中に衝突を検出して3Dで表示する

断面ビューによるマルチボードアセンブリの筺体適合チェック

ALTIUM DESIGNERのNATIVE 3Dによる真のMCAD共同作業

Altium Designerは、Native 3Dの編集機能による真のECAD/MCAD共同作業を実現し、設計変更の視覚化、比較、結合、追跡、コメン
トを可能にした、最初のPCB設計製品です。電気的な設計と機械的な設計のデータをスムーズにワークフローへ統合し、設計者が変更をリアル
タイムに確認できるようにします。これによって、電気的および機械的な作業を同時に、平行して行えるようになります。押し出しコンポーネントのフ
ットプリントをStep、SolidWorks、またはParasolidのモデルとして提示できます。基板が機械的な筺体へどのように収納されるかを正確に視覚
化し、衝突エラーはわずか数秒で修正できます。さらに、コンポーネントと機械的な筺体とのクリアランスチェックをリアルタイムで実行し、折りたたんだ
STEPモデルを生成できます。
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回路基板は単独で使用されるものではなく、多くの場合は他の基板と組み合わされ、さらに筺体に収納されるため、Altium Designerではマル
チボードアセンブリの作成および管理を対応しました。マルチボードの回路図に含まれるシステムの論理（回路図）構造を定義でき、マルチボード
の回路図に含まれる各論理ブロックは物理（PCB）設計になります。その後で、システムの設計をマルチボードアセンブリに転送し、物理的なマル
チボード設計が作成されます。これによって設計者は、「子」PCBが電気的および物理的にどのように接続されているかをシステムレベルで確認で
き、同時にピンやネットの接続の整合性を維持できます。

Altium Designerには、複数の基板を接続できる設計スペースのほか、システム全体の相互接続の管理、競合の解消、子プロジェクトの更新
を管理するためのツールが用意されています。また、最先端の3Dマルチボードアセンブリ エディターを使って、個別の基板を回転、整列、相互接続
することもできます。ここでは、他の基板やアセンブリ、STEPフォーマットのMCADモデルなど、他の部品をインポートしてアセンブリに配置することも
可能です。コネクタを他のコネクタや、筺体の穴の位置に合わせて移動する必要がある場合、マルチボードアセンブリのコンテキストで移動してから、
子の設計を同期させることができ、最初から正しい結合を保証できます。

Altium Designerでは、システムレベルの設計機能を電子製品の開発プロセスで使用できるため、ネットが適切に割り当てられているか、コネクタ
が正しい方向を向いているか、プラグイン基板が正しく組み合わされているか、接続した基板が全て筐体に収まっているか、などを検証できます。こ
れによって、開発の後期段階で問題が発生して、大きなコストが発生したり、市場へのリリースが遅延したりすることを最小限に抑えられます。

STEP筺体をインポートしたマルチボードアセンブリ

http://www.altium.com
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ALTIUMについて
Altium LLC（ASX: ALU）は、本社が米国カリフォリニア州サンディエゴにある、3D PCB設計や組み込みシステム開発に関するエレクトロニクス設計システムに特化した、多国籍のソフト
ウェア会社です。Altium製品は、世界中にあり、エレクトロニクス設計チームが共有できる環境を提供します。

Altiumは、製品を共同で設計し、時間、予算通りに作成できるよう手助けします。提供する製品は、ACTIVEBOM®、ActiveRoute®、Altium Designer®、Altium 
VaultR、Altium NEXUS™、Autotrax®、Camtastic®、Ciiva™、CIIVA SMARTPARTS®、CircuitMaker®、CircuitStudio®、Codemaker™、Common Parts 
Library™、Draftsman®、DXP™、Easytrax®、NanoBoard®、NATIVE 3D™、OCTOMYZE®、Octopart®、P-CAD®、PCBWORKS®、PDN Analyzer™、 
ProtelR、Situs®、SmartParts™、組み込みソフトウェア コンパイラのTASKING®、Upverter™です。

1985年設立。Altiumは、米国のサンディエゴ、ボストン、ニューヨーク、ヨーロッパでは、カールスルーエ、アメルスフォールト、キエフ、ミュンヘン、マルケロー、ツーク、アジア太平洋では、上海、東京、
シドニーなど、世界各地にオフィスがあります。詳細は、www.altium.comをご覧ください。また、Facebook、Twitter、LinkedIn、YouTubeからもAltiumをフォローすることができます。

ORCAD®ユーザー向けのALTIUM DESIGNER®評価ガイド

ALTIUM DESIGNERによる実装および製造の合理化

Draftsman®は、Altium Designer内から直接利用できる、強力なPCB設計ドキュメントの自動作成ツールです。テーブル、PCB設計ビュー、
レイヤースタックレジェンド、その他の要素を自動的に作成できます。描画ドキュメントはソースのPCBドキュメントとリンクされているため、常に正確で
同期が維持されます。

評価を行うには

全ての機能を30日間使用できる、評価用のライセンスをhttp://www.altium.com/jp/free-trialでお求めください。

Altium Designerには、より強力で競合製品より優れた配置および配線機能が、常に追加され続けています。これらの機能により、生産性の
向上、主要なPCB設計業務の合理化、市場へリリースするまでの時間短縮を実現できます。Altium Designerで得られる多くの利点や、新機
能の例については、Altium Designerの製品Webサイトhttp://www.altium.com/altium-designer/jp/whats-newを参照してくださ
い。

製造と実装用ドキュメントの自動作成
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http://altium.com/en/how-to-buy/contact-altium-sales
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